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1施⼯BIMのインパクト2025

施⼯BIMのインパクト｜今年で11年⽬です

視聴者︓
2,189名
※オンデマンド期間含む

施⼯BIMのインパクト2020

2020.12.04

＠WEB（事前収録）

主催︓⽇刊建設通信新聞社

視聴者︓
1,210名
※オンデマンド期間含む

施⼯BIMのインパクト2021

2021.11.25

＠WEB（事前収録）

主催︓⽇刊建設通信新聞社

視聴者︓
1,400名
※オンデマンド期間含む

施⼯BIMのインパクト2022

⽣産性向上からDXへ

2022.12.13

＠WEB（収録は公開）

主催︓⽇刊建設通信新聞社

今回は【事前収録＋WEB開催】です（「施⼯BIMのインパクト」は2015年から始まっています）

視聴者︓
1,142名
※オンデマンド期間含む

施⼯BIMのインパクト2023

現場デジタル化への道筋

2023.12.05

＠WEB（事前収録）

主催︓⽇刊建設通信新聞社

視聴者︓
1,075名
※オンデマンド期間含む

施⼯BIMのインパクト2024

現場デジタル化への道筋

2024.11.07

＠WEB（事前収録）

主催︓⽇刊建設通信新聞社
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⽇建連｜建設業の⻑期ビジョン2.0（202507）
近年のデジタル・AI技術の
進展には⽬を⾒張るものが
あり、これらが、労働集約
的な⾯の強い建設産業の⽣
産性を⾶躍的に向上させ、
建設現場をより魅⼒的なも
のに⼤きく変⾰する可能性
もあり、できる限りその⾒
通しを⽰す必要がある。

本講演ではBIMに関
する取り組みの視点
と今後の⽅向性につ
いて全体像を概観
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アジェンダ

はじめに｜現状の整理（2025）1

2 ⽇常業務で確⽴から定着を⽬指す（2030）

3 取り組みに関する視点（例）

4 おわりに｜今後の⽅向性
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はじめに｜現状の整理（2025）1

BIMマネージャー（施⼯）

BIMコーディネーター
（専⾨⼯事会社）

BIMコーディネーター
（専⾨⼯事会社）

BIMマネージャー
（意匠設計＋設備設計）

BIMコーディネーター
（構造設計）

BIMコーディネーター
（専⾨⼯事会社）

BIMコーディネーター
（専⾨⼯事会社）
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BIMの現状｜⼆極化の傾向（設計・施⼯とも）
設計BIMへの取り組み 施⼯BIMへの取り組み

(社）(社）

▲ 設計BIMに取り組んだ案件の割合 ▲ 施⼯BIMに取り組んだ案件の割合

図版出典︓BIM活⽤の実情把握に関するアンケー2023、⽇本建設業連合会、2024.6（回答から再集計）

全体平均︓約35％

n=45社 n=45社

社内の取り組みが1割台と
回答した会社が8社

社内の取り組みが1割台と
回答した会社が10社

◎ 多くの企業でBIMの取り組みが進んでいる。⼆極化の傾向であるが、取り組みは深化していると推察

全体平均︓約30％



6施⼯BIMのインパクト2025

連携｜設計⇒施⼯、専⾨⼯事会社とも増加

図版出典︓施⼯BIMのスタイル 事例集2024、⽇本建設業連合会、2025.3

設計と施⼯のデータ連携 n=45社

▲ 設計と施⼯のデータ連携（上段が設計施⼯⼀貫発注、下段は設計施⼯分離発注の場合）

n=45社 専⾨⼯事会社とのデータ連携

▲ ⼯種別の専⾨⼯事会社との連携
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活⽤｜計画・検討は多いが施⼯管理の適⽤が停滞
計画・検討｜バーチャル 管理・製作・活⽤｜フィジカルn=45社 n=45社

図版出典︓施⼯BIMのスタイル 事例集2024、⽇本建設業連合会、2025.3

▲ プロジェクトの活⽤度合（施⼯BIM） ▲ プロジェクトの活⽤度合（施⼯BIM）

◎ とりあえずBIMのモデル作成は定着
◎ 施⼯計画や⼲渉確認では活⽤度合が⾼い

◎ 打合せ・合意形成での活⽤は定着しつつある
◎ 施⼯管理業務などでは活⽤が少ない（BIMだけでは難しい）
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⽇常業務で確⽴から定着を⽬指す（2030－）2

BIMマネージャー（施⼯）

BIMコーディネーター
（専⾨⼯事会社）

BIMコーディネーター
（専⾨⼯事会社）

BIMマネージャー
（意匠設計＋設備設計）

BIMコーディネーター
（構造設計）

BIMコーディネーター
（専⾨⼯事会社）

BIMコーディネーター
（専⾨⼯事会社）
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取り組む︖取り組まない︖から取り組むことが前提

2050年｜建設業はさらに進化 2035年｜2050年に向けて10年が⼤きなカギ
2050年を⽬標時点とするのは、その時代の建設業の中核を担う
こととなる今の若い⼈たちに夢と希望を抱いてもらうとともに、
建設業のことをよく知らない⽅々に少しでも建設業の将来への理
解を深めてもらう

（2050年に向けて）進化の道筋を歩んでいくには今後の10年が
⼤きなカギを握ることから、（中略）建設業が、当⾯の危機を克
服して、2050年に向かってイキイキと突き抜けていけるように
具体的な⽅策を提⽰

図版出典︓建設業の⻑期ビジョン2.0、⽇本建設業連合会、2025.7

▲ 2050年の建設業の姿 ▲ ⽣産性向上（2035年に向かって）
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施⼯BIM｜⽬的や取り組み項⽬はほぼ確⽴
はじめ⽅ つかい⽅

▲ 発⾏︓2017.11

すすめ⽅

▲ 発⾏︓2021.3（2014の改訂） ▲ 発⾏︓2022.12（第2版） ▲ 発⾏︓2025.6（増補第３版）

◎ 【課題解決】建築⽣産プロセスにおける積年の課題は変わらない（整合性／可視化／情報共有基盤）
◎ 【時代変化】建設業以外の産業の技術⾰新と融合（AI等）｜【プロセス】再評価・最適化（FL／DfMA※／BOM※※）

図版出典︓⽇本建設業連合会 BIM部会HP

※DfMA:建築の⼯場⽣産化のこと。1990年代からの英国の政策課題のひとつ。Design for Manufacturing and Assemblyの略称
※※BOM:製造業において製品を製造するのに必要になる「部品表」「部品構成表」のこと。Bill Of Materialsの略称



11

取り組みに関する視点（例）3

BIMマネージャー（施⼯）

BIMコーディネーター
（専⾨⼯事会社）

BIMコーディネーター
（専⾨⼯事会社）

BIMマネージャー
（意匠設計＋設備設計）

BIMコーディネーター
（構造設計）

BIMコーディネーター
（専⾨⼯事会社）

BIMコーディネーター
（専⾨⼯事会社）
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視点❶｜発注者の役割の変化（例）

関係者間調整の円滑化（2023.3） EIRの作成（2024.3）

◎ ⽬的︓設計業務及び⼯事の品質の確保及び事業の円滑化を図り、これらを通じて⽣産性の向上に資すること

【⽣産性向上】⼊札契約⽅式の多様化にともない発注者の役割が変化（国交省⼤⾂官房官庁営繕部）

図版出典（左）︓営繕⼯事の⽣産性向上に向けた取組みを確実に推進します〜営繕事業の各段階において発注者として実施する事項を再整理〜、国⼟交通省、2023.3
図版出典（右）︓官庁営繕事業における BIM 活⽤実施要領（令和６年改定）、国⼟交通省、2024.3

▲ 営繕⼯事の⽣産性向上に向けた関係者間調整の円滑化 ▲官庁営繕事業における BIM 活⽤に係る⼿続等の流れ
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参考｜施⼯BIMの領域が上流（設計）に広がる
施⼯BIMのフィールドが設計段階まで拡⼤の可能性 FLとの関係性 ▷ 発注者のリスク回避

▲ 設計施⼯⼀貫⽅式におけるBIMワークフロー（素案） ▲フロントローディングのワークフロー

◎ 建築⽣産を考えると
BIMのワークフロー
は、全体プロセスの
切り取り

◎ 積算・発注・調整な
どの業務と連携でき
るプロセスとの融合
が必要

◎ 発注者の参画度合に
よりPJの⽣産性に影
響を与える可能性が
⼤きい
BIMは建築⽣産プロ
セスの⼀部を担う重
要なツール。適⽤す
ることでより⾼い効
果が期待できる︕

図版出典（左）︓設計施⼯⼀貫⽅式におけるBIMワークフロー（第４版）素案、⽇本建設業連合会建築BIM合同会議、2025.11
図版出典（右）︓フロントローディングの⼿引き2019、⽇本建設業連合会、2019.7
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視点❷｜BIM未活⽤層の価値を最⼤化
【施⼯管理❶】構造的な課題の払拭｜推進部⾨と現業部⾨の距離感

▲ 専⾨⼯事会社にも効果の享受を考えているのかが問われる▲ 施⼯BIMの取り組み体制（例）

◎ 多くの企業で「推進（⽀援）部⾨」が設置されたが、⽣産現場と推進の関係は……
◎ 施⼯BIMの取り組み主導者（BIMマネージャー）として作業所⻑の配置（理解）が有効

▷ 現業との乖離が続いてしまう傾向にある印象 ▷ 決定権を持つ⽅が主導しないと推進と現業の乖離が進む
図版出典︓施⼯BIMのスタイル2020、⽇本建設業連合会、2021.3
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参考｜作業所⻑が主導するBIMの活⽤（例）
⽇建連 第8回作業所⻑講演会｜BIMがすべての発表資料で取り上げられた（2025.10）

▲ 安藤・間の場合 ▲ 前⽥建設の場合 ▲ ⽵中⼯務店の場合

◎ 作業所⻑が中⼼となった「BIM」の取り組み ▷ ⼀⽅、次の担当現場でも継続できることが肝要︕
▷ 職員に向けての教育・技術伝承にも活⽤できる︕
▷ 作業所⻑の⽅針により「ノンBIMユーザー」と「BIMユーザー」が融合できる︕

図版出典︓作業所⻑講演会、⽇本建設業連合会、2025.10
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参考｜管理や検査でのデータ活⽤
⾃分の業務が効率化できるのは当然として、次⼯程の技術者にも効果があるスタイルを追求

▲ 出来形検査

新たな知⾒や動向、
新たな事例などを
加えた（第4版）
を編集中です︕

▷2026年度⽇建連
BIMセミナーで解
説（予定）

図版出典︓⽇建連BIMデータ連携WG活動成果（素案）、⽇本建設業連合会BIM部会BIMデータ活⽤WG、2025.11現在

▲ 仕上検査 ▲ 鉄⾻精度検査

▲ 施⼯BIMの活⽤ガイド
（第2版＋増補版）
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視点❸｜専⾨⼯事会社とWin-Winの関係
【施⼯管理❷】元請はBIMのモデル提供依頼と図⾯承認の業務とが乖離していないか

▲ 鉄⾻2次部材の調整（鉄⾻FAB＋※※） ▲ 鉄⾻2次部材の調整（鉄⾻FAB＋他⼯種）

◎ 【⽬的】製造の⼯程確保（⼭崩し・材料調達・残業なしなど）｜【⼿段】BIMによるすり合わせ業務効率化
図版出典︓施⼯BIMの活⽤ガイド増補版、⽇本建設業連合会、2025.6
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参考｜BIMモデル合意｜管理・製造連携（例）
⽇建連BIMセミナー2025｜BIMモデル合意が多くみられる

▲ 鉄⾻FAB・ACW（前⽥建設の場合） ▲ 製造とのデータ連携（五洋建設の場合）
図版出典︓⽇建連BIMセミナー2025、⽇本建設業連合会、2025.6

▲ 進捗管理（⿅島建設の場合）

▲ 設備サブコン（⻄松建設の場合）

▲ 型枠（⻑⾕⼯コーポレーションの場合）▲ 掘削（⼤成建設の場合）

管理・製造連携の事例もあった
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参考｜次⼯程（他⼯種）とのデータ連携
⾃分の業務が効率化できるのは当然として、次⼯程の技術者にも効果があるスタイルを追求

▲ 鉄⾻⼯事におけるBIMワークフロー（案）

お互いにWin-Winにな
る業務の進め⽅を鉄⾻
FABの⽅々と⼀緒に検
討を進めています︕

▷2026年度⽇建連BIM
セ ミ ナ ー で 解 説 （ 予
定）

図版出典︓⽇建連BIMデータ連携WG活動成果（素案）、⽇本建設業連合会BIM部会BIMデータ活⽤WG、2025.11現在
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視点❹｜建築BIM推進会議（ガイドライン、他）
ガイドライン改訂WGに参画｜建築分野におけるBIMの標準ワークフローとその活⽤⽅策に関するガイドライン

▲ ガイドライン改定⽅針に⽇建連の活動成果が参照されている（部分）

図版出典︓ガイドライン改訂WG︓ガイドライン改訂⽅針について（第22回建築BIM環境整備部会配布資料）、国⼟交通省、2025.10

◎ 今後も建築BIM推進会議などと⾜並みを揃え、⽇建連の成果物にも反映・連携をすすめます

▲ 設計BIMモデル
作成ガイド（第1
版）

▲ 施⼯BIMのスタ
イル2020

▲ 施⼯BIMのスタ
イル2020

▲ 設計施⼯⼀貫⽅式
におけるBIMのワー
クフロー（第3版）

▲ 設計施⼯⼀貫⽅式
におけるBIMのワー
クフロー（第3版） ▲ （右）施⼯BIM

のスタイル2020

▲ （左）設計施⼯⼀
貫⽅式におけるBIM
のワークフロー（第
3版）
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おわりに4

BIMマネージャー（施⼯）

BIMコーディネーター
（専⾨⼯事会社）

BIMコーディネーター
（専⾨⼯事会社）

BIMマネージャー
（意匠設計＋設備設計）

BIMコーディネーター
（構造設計）

BIMコーディネーター
（専⾨⼯事会社）

BIMコーディネーター
（専⾨⼯事会社）
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原点回帰＋α｜現業の知⾒＋新たな技術と併⾛
原点回帰｜Win-Winの関係 ＋α｜共通データ環境（CDE）など原点回帰｜ワークフロー

◎ ⽣産現場における技術の定着は「シーズ」のアプローチだけでは不⼗分
▷ 推進者が先陣を切って⾃らが実際のプロジェクトで運⽤してみる気概も必要（⼯務的な知⾒が重要）
▷ ⽣産現場における「ノンBIMユーザー」が意識しなくても扱える⼿法との組み合わせ（新技術との連携）

図版出典︓建築確認におけるBIM図⾯審査を実現するための申請・審査環境に関する
説明会〜BIM図⾯審査及び確認申請⽤CDEの概要〜、建築⾏政情報センター、
2025.05

BIMの〈作成〉から情報（データ）の〈連
携・活⽤〉への移⾏

連携する相⼿の⽴場にとっても効果がある
ことが⼤前提。重ね合わせの可視化の先へ

▲ 設計施⼯⼀貫⽅式での⼀例 ▲ ノンBIMユーザーも活⽤する環境 ▲ 確認申請BIM

案
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まとめ｜確⽴（2025）から定着（2030）へ
⽇建連のBIMロードマップと⻑期ビジョン 定着に向けて（2030）

▲ ⽇建連の⻑期ビジョン

▲ 確⽴から定着へ推進を進める計画としている

◎ 近年は社会環境に
⼤きな変化

◎ ⽇建連⻑期ビジョ
ン2.0との整合性
や補完できる内容
を検討

◎ BIMデータ（作成体制・作成⽅針）

▷ 設計者・専⾨⼯事会社との連携

継
続

受
容

◎ ワークフロー（データの連携）
▷ ⾃分はもちろん相⼿にも効果

◎ BIM未活⽤層（アプローチ）
▷ 若⼿は令和の教育（デジタル世代）

◎ 管理・製作・検査（フィジカル）

▷ 他ソフト等とのデータ連携

▲ BIMロードマップ
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本セミナーにおける各セッションの位置づけ

設計BIM
（ASmep）

施⼯BIM
（元請）

製作BIM
（専⾨⼯事会社）

維持管理・運⽤BIM
（作成者）

発注者／関係者

設計BIM/ICT 計画変更BIM/ICT 竣⼯
BIM

施⼯計画BIM/ICT

躯体・鉄筋BIM/ICT

総合図BIM/ICT

製作BIM

図⾯
（元請⽤）

維持管理・運⽤
BIM

CDE（共通データ環境/ビューア）

製造⽤図⾯
（⾃社製造⽤）

⼯場
管理

完成施⼯
BIM

(⾃社内)

設計者と施⼯者の連携❶
美保テクノス + 梓設計

内装⼯事でのデータ活⽤
丹⻘社

施⼯BIMの社内展開⼿法
鴻池組

発注者のBIM
阪急阪神不動産

事例

設計者と施⼯者の連携❷
平⼭建設 +がもう設計事務所

CDEの活⽤・構築
⻄松建設

▲ BIMワークフロー（概要）

国の施策・⽅向性
国⼟交通省 住宅局建築指導課

BIMの現在・ビジョン
⽇本建設業連合会

現状
推進
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資料の公開先｜⽇建連BIM部会

図版出典︓⽇建連BIM部会HP
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